
住宅改修が必要な理由書（Ｐ２）

 <Ｐ１の「総合的状況」を踏まえて、①改善をしようとしている生活動作②具体的な困難な状況③改修目的と改修の方針④改修項目を具体的に記入してください。>

活

動

①  改善をしようとしている生活

動作
 ⇒

②　①の具体的な困難な状況（…なので

…で困っている）を記入してください
⇒

③  改修目的・期待効果をチェックした上で、改修の方針（…することで…が

改善できる）を記入してください
⇒ ④  改修項目（改修箇所）

排

泄

□トイレまでの移動

□トイレ出入口の出入

　（扉の開閉を含む）

□便器からの立ち座り

　（移乗を含む）

□衣服の着脱

□排泄時の姿勢保持

□後始末

□その他（　　　　　　）

　居室からトイレの移動は杖歩行だが、杖を立
てかける適切な場所がなく、また、歩行バランス
も若干不安定で「見守り」が必要。
  便座からの立ち上がりの際に、支持する場所が
ないため、介助が必要。

□できなかったことをできるようにする

□転倒等の防止、安全の確保

□動作の容易性の確保

□利用者の精神的負担や不安の軽減

□介護者の負担の軽減

□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　廊下の移動が一人で（「見守り」なしで）
行えるように連続した手すりを設置する。
　手すりの高さについては実際に歩行し
てもらって決める。
　一人で便座からの立ち上がりができるよ
うに、つかまれるものなど工夫する。

□手すりの取り付け

　　（  廊下の移動経路　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　（　便器横壁面　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　脱衣室　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

　　（　浴室内の移動経路　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□段差の解消

　　（　廊下３ｃｍかさ上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　浴槽を縁高 40 ｃｍ、深さ 50 ｃｍのものに取替     ） 

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□引き戸等への扉の取替え

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□便器の取替え

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□滑り防止等のための床材の変更

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

□その他

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

入

浴

□浴室までの移動

□衣服の着脱

□浴室出入口の出入

　（扉の開閉を含む）

□浴室内での移動

　（立ち座りを含む）

□洗い場での姿勢保持

　（洗体・洗髪を含む）

□浴槽の出入

　（立ち座りを含む）

□浴槽内での姿勢保持

□その他（　　　　　　）

　居室から浴室への移動は「排泄」と同じ。
　浴室内では杖は使えず、つかまる場所がない
ため、移動に不安がある。
　浴槽の 50 ｃｍの縁高を一人でまたぐことができ
ず、介助を必要としている。

□できなかったことをできるようにする

□転倒等の防止、安全の確保

□動作の容易性の確保

□利用者の精神的負担や不安の軽減

□介護者の負担の軽減

□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　居室から浴室の動線は「排泄」と同じ。
  浴室内での移動の安全を確認するため
に、移動の経路に手すりを設置。
　浴室を浅いものに取替え、バスボードを
併用して一人で浴槽への出入ができるよ
うにする（ただし「見守り」は必要か）。

外

出

□出入口までの屋内移動

□上がりかまちの昇降

□車いす等、装具の着脱

□履物の着脱

□出入口の出入

　（扉の開閉を含む）

□出入口から敷地外までの

　屋外移動

□その他（　　　　　　）

□できなかったことをできるようにする

□転倒等の防止、安全の確保

□動作の容易性の確保

□利用者の精神的負担や不安の軽減

□介護者の負担の軽減

□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

そ

の

他

の

活

動

　調理

　　台所での移動、姿勢保持

　杖でなんとか台所へは行けるが、調理は杖な
しで長時間立位作業をしなければならず、現状
では困難。

□できなかったことをできるようにする

□転倒等の防止、安全の確保

□動作の容易性の確保

□利用者の精神的負担や不安の軽減

□介護者の負担の軽減

□その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　杖なしで長時間の作業が可能となるよ
う、車いす作業を可能とするため、廊下と
台所との床段差を解消する。
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✔
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